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首
午
の
瓦
よ
り
百
石
に
付
金
笠
岡
三
歩
宛
、
七
年
の
問
役
金
指
出
候

桜
、
井
英
村
々
酒
屋
・
豆
腐
屋
・克
務
屋
・紺
屋
・椛
屋
に
至
る
迄
、
共

質
問
陀
て
役
銭
取
上
げ
、
殊
に
貸
人
は
荷
物
一
駄
に
付
五
拾
文
宛
の

入
役
、

出
役
も
同
様
、
荷
政
候
へ
ば
金
拾
聞
に
付
四
百
拾
六
文
宛
の

役
銭
、
御
閣
は
不
及
申
他
問
者
た
り
共
、役
人
立
懸
り
取
よ
申
候
由
。

底
K
は
一
筋
月
の
間
以
前
K
て
取
上
候
由
。
依
之
方
々
よ
り
御
願
指
上

候
待
共
、
一

向
陀
御
取
上
川
県
之
、建
て
御
願
候
へ
ば
御
し
か
り
有
之
、

鈴
り
つ
よ
〈
御
願
候
へ
ば
入
獄
な
ど
被
仰
付
候
。

一
、
御
圏
中
何
方
よ
り
廻
赦
相
廻
し
候
共
不
知
、
七
高
石
中
惣
百
姓

奥
州
第
城
平
城
主
内
藤
備
後
守
様
御
知
行
七
時
石
、
近
年
御
用
金
等

御
領
内
へ
度
々
被
仰
付
、
共
上
御
取
立
も
殿
数
、
高
気
九
つ
キ
迄
御

取
立
、
荷
役
金
綴
h
k

と
名
を
付
取
立
、
荷
役
人
百
姓
を
掠
め
、
共
上

江
戸
忙
候
庭
、備
後
守
殿
近
年
於
領
分
不
行
紋
の
取
沙
汰
有
之
候
彪
、

今
年
九
月
償
分
百
姓
令
一
授
、
城
下
甚
致
騒
動
候
。
捌
呑
等
旭
献
に

は
不
巾
来
候
待
北
ハ
、
左
の
紙
面
教
流
布
候
陀
付
務
越
候
由
、

十
月

H

四
日
飛
脚
に
指
越
候
。
十
一
月
七
日
に
来
る
。

江一
戸
よ怒
り城 l可
3¥若干 l削

!Ik官iI ";" 
の内 lご

ii長1;
左蜂 |四
、i組 l十

兆の
百~ lJt 
!Ik 
に

:z< 

内
1由主
1Rii 
後
守
殿
-1'>-'1 

時
在

千
人
宛
八
方
よ
り
一
村
デ
バ
陀
仕
掛
を
指
、
ほ
ら
の
貝
を
吹
立
、
閑
の

援
を
合
せ
、
八
時
干
の
町
へ
抑
寄
、
先
づ
本
=
一
丁
目
倒
木
市
郎
右
術

門
家
宅
打
破
り
申
候
。
是
は
町
方
の
制
本
民
て
、
夫
よ
り
同
三
町
周

御
役
所
へ
懸
り
候
民
、
帥
同
地
陀
て
あ
し
ら
ひ
候
へ
ど
も
大
勢
抑
入
、

役
人
を
迫
郷
引
い
弓
・
銭
地
・
鎗
・長
刀
を
奪
取
、
役
所
代
々
の
賭
般
商

E

奪
取
、
引
戸
二
つ
に
打
込
、
或
は
引
さ
き
ど
ぷ
捌
へ
打
込
候
。
赴
は

知
行
制
符
帳
・新
聞
取
立
帳
・諸
役
金
割
符
峡
聞
の
由
。
右
役
所
は
七

高
石
の
取
捌
政
務
納
所
に
御
座
候
。
北
ハ
上
散
々
打
破

p
、
是
を
仕
廻
、

二
丁
目
獄
屋
御
座
候
。
右
の
獄
屋
陀
あ
ら
問
の
同
村
菩
三
次
と
巾
者
、

十
一
筒
年
以
前
陀
入
獄
い
た
し
候
成
、
此
者
は
七
高
石
の
百
姓
共
致

困
窮
候
に
付
、
御
願
目
安
を
普
上
候
所
御
取
上
げ
無
之
、
無
是
非
大

来
候
。
先
づ
北
の
手
よ
り
狐
坂
村
輿
右
術
門
・+
亦
様
村
七
右
術
門
と
巾

者
は
、
近
村
の
制
本
陀
て
有
之
候
所
陀
、
右
附
入
所
へ
大
勢
抑
得
、

家
内
不
抽
出
一
時
同
等
迄
数
々
打
破
り
、
酒
勾
を
も
作
り
世
候
を
、
五
百
人
・

十
八
筒
僚
の
御
願
陀
付
、
平
の
仰
城
元
へ
十
七
日
出
合
候
桜
花
、
村

々
へ
相
犯
し
候
。
若
し
出
合
不
中
村
有
之
候
は

r
、
大
勢
抑
宜
川
火
配

付
け
、
北
ハ
上
男
女
共
に
打
殺
可
申
由
を
普
詑
し
相
犯
し
候
。
依
之
出

合
不
申
村
は
一
筒
村
も
組
、
之
、
則
九
月
十
七
日
五
つ
時
よ
り
迫
々
寄

七
b
八




